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本報告書は平成４年度国庫補助金事業として実施された遺跡詳細分布調査の結果をまとめ

たもので、調査の対象は〔Ｉ〕八ヶ岳広域農道計画地内、〔11〕県営農林漁業用揮発油税財

源身替農道計画地内、〔Ⅲ〕今諏訪・北村線計画地内、〔Ⅳ〕旭バイパス計画地内の４地域で

あります。

〔’〕は八ヶ岳における広域営農団地整備事業に伴う遺跡詳細分布調査で、対象地は北巨摩

郡高根町村山北割字社口地内であります。調査の結果、縄文時代中期の土器や平安時代の士

師器が多量に出土し、特に住居杜とみられる落ち込みや士坑・焼土などが検出されており、

大規模な集落吐になると思われます。

〔''〕は県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業に伴う遺跡詳細分布調査で、対象地

域は東八代郡境川村大黒坂字中原地内と八代町米倉地内及び御坂町上黒駒字荒神原地内であ

ります。調査の結果、八代町および御坂町地内より遺構・遺物が検出されました。八代町側

は周知の遺跡の大谷沢Ａ遺跡の範囲内であり、多量の縄文時代中期の土器片がみられる遺物

包含層および住居杜と考えられる落ち込みが検出されています。また御坂町側は縄文土器片

などが出土し、士坑と考えられる落ち込みも検出されています。

〔Ⅲ〕は今諏訪、北村線建設事業に伴う遺跡詳細分布調査で、対象地域は中巨摩郡白根町西

野地区内であります。各試掘坑を地表下２ｍ前後掘り下げた結果、耕作士の下層に薄い黒褐

色士層が検出され、その下層に砂利層が厚く堆積しており、遺構・遺物は確認されませんで

した。

〔Ⅳ〕は旭バイパス建設事業に伴う遺跡詳細分布調査で、対象地域は韮崎市神山町鍋山地内

であります。調査の結果、縄文時代から近世に至る遺物が出土していますが、これらの大部

分は摩滅し、また遺構を伴わないことより二次的な堆積による遺物包含層であることが明ら

かとなりました。

以上、４つの事業に伴う遺跡分布調査の結果、県道今諏訪・北村線建設事業を除く各地区

において遺構・遺物が検出され、各地域における歴史の一端を明らかにする基礎資料を得る

ことができました。本報告書が多くの方々の文化財に対する理解と保護の一助となれば幸い

であります。

末筆ながら、ご協力を賜った関係機関各位、並びに直接調査に当たられた方々に厚く御礼

申し上げます。

1993年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義
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目次

1．本書は八ヶ岳広域農道、県営農林漁業用揮発油税財源身替農道、今諏訪・北村線、旭バ

イパス建設工事に先立って、山梨県教育委員会が文化庁の補助を受けて実施した試掘調査

および分布調査をまとめた調査報告書である。

２．本調査は山梨県埋蔵文化財セソターが実施し、八ヶ岳広域農道の調査は新津健主査・文

化財主事・三田村美彦文化財主事、県営農林漁業用揮発油税財源身替農道の調査は保坂和

博・松士一志文化財主事、今諏訪・北村線および旭バイパスの調査は末木健主査・文化財

主事・野代幸和文化財主事が行った。また、本調査は各事業において1992年８月から調査

条件が整った地区から段階的に実施し、整理作業と報告書作成は１月以降に行った。

３．本書の作成および執筆分担は次のとおりである。

〔Ｉ〕八ヶ岳広域農道予定地内試掘調査：三田村美彦文化財主事

〔II〕県営農林漁業用揮発油税財源身替農道予定地内試掘調査：保坂和博文化財主事

〔Ⅲ〕今諏訪・北村線拡幅工事予定地内試掘調査：野代幸和文化財主事

〔Ⅳ〕旭バイパス建設予定地内試掘調査：野代幸和文化財主事

４．本調査に関する出土品および図面・写真は山梨県埋蔵文化財センターに保管している。

５．本調査及び整理作業において、次の方々 にご指導、ご協力を賜った。ここに記して感謝

の意を表したい。 （順不同）

峡北土地改良事務所、峡東土地改良事務所、韮崎土木事務所、境川村教育委員会、八代

町教育委員会、御坂町教育委員会、高根町教育委員会

凡 例

図版縮尺は各図版内のスケールによる。

土居図は各試掘坑内の士層概念図である。士層説明は各図版の中で行った。

遺物写真は、主要なものに限った。
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I、八ケ岳広域農道予定地内試掘調査

１．はじめに

八ヶ岳地区における広域営農団地農道整備事業に伴う遺跡詳細分布調査で、今年度は広域農道

建設予定地のうち高根町村山北割字社口地区の調査を行った。対象面積は約6000,2である。調査

区域は八ヶ岳南麓に発達した南北にのびる尾根上となり標高は740ｍを測る。尾根の西側には小

谷が併走し、縄文時代後期の配石を伴う集落杜として著名な青木遺跡が立地する。

２．調査の方法

広域農道建設予定地のうち社口地内の既に買収が完了している箇所について、長さ約600ｍに

渡り、１０～30ｍの間隔で２×２ｍの試掘坑を設定した。（第２図）山林と畑地が主な地目であり、

人力によってローム面まで掘り下げ遺構・遺物の有無を確認した。試掘坑は26ヶ所を数える。

調査は山梨県埋蔵文化財セン

ターが行い、調査期間は平成４

年９月21日～９月30日である。

３．調査の結果

２６号試掘坑を除き、他のすべ

ての試掘坑から遺物が出土した。

出土した遺物は縄文時代早・中・

後期の土器・土偶・石鍍・打製

石斧、平安時代の土師器となる。

遺構も縄文時代の住居吐と思わ

れる落ち込みを６ヶ所、士坑と

思われる落ち込みを２ヶ所の試

掘坑で確認した。（第３図）

１号試掘坑

本試掘坑では縄文時代早期末

の条痕文系土器（第４図ｌ）、

中期後葉に比定される土偶の腕

部（第９図）の他中期後葉の曽

利式に比定される土器片が出土

した。

２号試掘坑

本試掘坑では中期後葉曽利式
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の古階段に比定される土器片が多量に出土（第４図３～７）した◎２は水煙把手の破片である。

周辺からは焼土も検出されている。

３号試掘坑

本試掘坑では中期後葉（第４図８～11）から後期初頭（第４図13～21）の土器が出土している。

１７は口縁部が内接するもので沈線区画内に縄文が施文され、縦位の刺突で区画される。１８は沈線

によりＪ字文が描かれる。

４号試掘坑

本試掘坑では中期中葉でも初頭に位置付けられるものが出土しており（第５図２３．２４）結節沈

線で文様が描かれるものである。この他中期後葉に位置付けられるもの（２５．２６）が出土したほ

か、住居杜と思われる落ち込みも確認した。

５号試掘坑

本試掘坑では中期中葉から後葉にかけての大型破片（第５図２９．３０）が出土したほか、住居杜

と思われる落ち込みを確認した。

６号試掘坑

本試掘坑では中期後葉の土器（第５図３２．３３）のほか、頚部に括れを持ち口縁部が無文帯とな

る壷形を呈す土器（第５図34）が出土しており、晩期に比定されるものかもしれない。

７号試掘坑

本試掘坑では中期後葉の土器が多量に出土したが小破片が多く、図示できたのは（第５図35.

36）の２片である。

８号試掘坑

本試掘坑も中期後葉の土器片が出土しているが小破片が多く図示できるものはない。９～11号

試掘坑は青木遺跡の立地する小谷が入り込んでいるため遺構確認面にローム層が堆積しておらず

喋を多く混入する暗灰色粘土層となる。１０号士坑では底面に糸切り痕を有す平安時代の杯の破片

が出土した。

１１号試掘坑

本試掘坑では後期に比定される土器片が出土している。（第５図３７．３８）３７は沈線区画内に縄

文が施文されるもの、３８は沈線のみである。

１２号試掘坑

本試掘坑では中期後葉の曽利式（第６図41）と、後期前葉の堀之内士器（第６図40）が出土し

ているほか、黒曜石の剥片が多く出土している。

１３号試掘坑

本試掘坑でも中期後葉の土器片が多く出土しているが、小破片が多く、図示できるのは（第６

図４２．４３）の２点となった。’

１４～16号試掘坑

これらの試掘坑では中期中葉から後葉にかけての土器が出土しているが、小破片が多く図示で

きるものはない。１５号試掘坑では士坑と思われる落ち込みが確認され、１６号試掘坑では黒曜石製

の石鍍（第９図16）が出土した。
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１７号試掘坑

本試掘坑では中期中葉～後葉にかけての土器（第６図44～47）が多量に出土している。

１８号試掘坑

本試掘坑では中期後葉の土器（第６図48～54）が多量に出土した。５４は波頂部の破片であり、

文様等を考慮すると在地の士器ではないかも知れない。

１９号試掘坑

本試掘坑では住居吐と思われる落ち込みとともに、中期後葉の曽利式に比定される土器片（第
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６図55～60）が多量に出土した。

２０号試掘坑

本試掘坑では住居杜と思われる落ち込みと中期後葉に比定される曽利式土器（第７図62～74）

が多量に出土した。６１は表裏に条痕文が施されることから、早期末の条痕文系土器と思われる。

２１号試掘坑

本試掘坑では住居吐と思われる落ち込みと中期後葉に比定される土器（第７図75～77）と後期

前葉に比定される土器（第７図78）、打製石斧（第９図21）が出土した。７５は口縁部に沈線によ

る渦巻文が連結するように施文され、胴部は垂下する沈線間に縄文が施されるもので、関東の加

曽利Ｅ式の影響を受けたものであろう。７８は球形を呈すであろう胴部破片で、頚部に、１条の隆

帯が巡り隆帯下は沈線で文様を描いている。沈線区画内には刺突文が施される。

２２号試掘坑

本試掘坑では住居吐と思われる落ち込みと中期後葉に比定される土器片（第８図79～84）、後

期前葉と思われる鉢型土器（第８図86）、黒曜石製の石鍍（第９図１６．２２）が出士した。８２．８３

は地文に縄文を用い、沈線で楕円のモチーフを描いており、加曽利Ｅ式の影響を受けたものであ

ろう。８６は口唇部に１条の沈線が巡り、体部は無文となる。

２３号試掘坑

本試掘坑からは中期後葉の土器がまとまって出土した。（第８図87～93）８９．９０は加曽利Ｅ式

の影響を受けたものであろう。

２４．２５号試掘坑

これらの士坑からも中期後葉の土器片が出土しているがいずれも小破片のため図示しなかった。

２６号試掘坑

本試掘坑では表土を掘り下げた段階で、昭和初期頃まで使われていたと思われる旧道路面が検

出された。出土遺物は検出されなかった。

以上各試掘坑について概観してきたが、２６号を除いて縄文時代を主体とする遺物が多量に出土

しており、住居吐と考えられる落ち込みも確認されている事から本区間には当該期の集落が存在

するものと思われ、本調査が必要である。なお、本区間は社口遺跡として周知された遺跡に該当

しており、本遺跡の範囲、性格が今回の試掘でより明確になったと思われる。

芝二二I〕
②
口

患Ｉ識
に歪ｅここ。－”
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11．県営農林漁業用揮発油税財源身替農道

予定地内試掘調査

1．調査に至る経緯

御坂山塊の北斜面を東西方向に横断する県営農林漁業用揮発油税財源身替農道建設計画が県土

木部により進められ、これに対応して以下のような経緯を経て県埋蔵文化財センターが試掘調査

および分布調査を行った。

〈平成４年５月８日＞

峡東土地改良事務所・境川村教育委員会・八代町教育委員会・御坂町教育委員会・県学術

”口■ ５０巳‘･⑩①０

第10図県営農林漁業用揮発油税財源身替農道試掘位置図Ｓ＝1/50,000
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第11図境川村・八代町地内トレンチ設定図

０５０ｍ
ｰ一一

文化課・県埋蔵文化財センターで現地打ち合わせ（踏査）を行った。その結果、建設予定地

内は全体的に縄文時代の土器片が多量に検出されたため再度、県埋蔵文化財センターで分布

（踏査）調査を行い、試掘調査箇所および発掘調査箇所の決定をすることとなり、この結果

にもとずいて県農務部耕地課を通じてその後の計画を立てることとした。

<平成４年５月２０．２１日＞

県埋蔵文化財センターで分布（踏査）調査を行った。

<平成４年６月８日＞

県農務部耕地課・峡東土地改良事務所・県学術文化課・県埋蔵文化財センターの間で建設

予定地内における分布調査結果にもとずいて協議を行った。この結果、境川村・八代町地内

のＡ～Ｊ地点（第11図）は発掘調査を行い、同じく境川村・八代町地内のＫ・Ｌ・Ｍ・Ｎ・

○・Ｐ．Ｒ・Ｓ地点（第11図）および御坂町地内の８．９．１０．１１地点（第12図）を中心に

しての試掘調査を行うこととなり、この結果にもとずいて再度協議することとした。

－１２－
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第12図御坂町内トレンチ設定図

<平成４年８月25日～９月１７日＞

試掘調査を行った。対象地域および面積は東八代郡境川村大黒坂字中原地内（約1300,2）、

八代町米倉地内（約1500,2）、御坂町上黒駒字荒神原地内（約2400,2）である。

２．調査の方法

調査予定地内の桑畑および果樹園などの地形および果樹園内に設けられた畑地潅概用パイプを

勘案して境川村・八代町地内（Ｋ～Ｘ地点）では約1.5ｍ×４ｍの試掘坑を27箇所、御坂町地内

（１～10地点）では約１ｍ×２ｍの試掘坑を１４箇所設定し、それぞれ人力によりローム面あるい

はローム面以下まで掘り下げ、遺構・遺物の有無を確認した。

３．調査地点の立地

境川村・八代町地内（Ｋ～Ｘ地点）は甲府盆地の南縁部の御坂山塊北麓に形成された曽根丘陵

の一角の上ノ平の丘陵に位置し、西側を狐川の流れる谷、東側を深く開析された四ツ沢とに挟ま

れた標高約430ｍの緩斜面に東西方向に長く帯状に立地している。眺望は非常によく甲府盆地が

眼下に広がり、これを越えて南アルプスが遠望できる。

御坂町地内（１～10地点)は御坂山塊北麓の比較的急激な斜面と金川扇状地（甲府盆地に開く

扇状地群の中では最も発達した扇状地の１つである）扇頂部が接する地点、標高約500ｍの緩斜

面に立地している。眺望は良好であり、眼下には金川扇状地が広がり甲府盆地が眺望てきる。

４．調査の結果

①境川村・八代町地内（Ｋ～ｘ地点）

－１３－
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第14図御坂町地内土層図

Ｋ～Ｒ地点は少量の縄文土器片が出土したが、場所が谷部にあたり砂質士層（挙大から人頭大

の操混じり）が検出されたため、調査地点の南側からの流れ込みと考えられ本調査の必要はない

と思われる。

Ｑ地点は河川のため試掘は行わなかった。

Ｓ～Ｘ地点は周知されている大谷沢Ａ遺跡の南端にあたる。本地点からは遺構と考えられる落

ち込みがＳ－２．３．５地点で確認され、また各地点で遺物包含層（第２層：黒色土層）がみら

れ多量の縄文土器片が検出された。よって、Ｓ～Ｘ地点は本調査の必要性がある。

Ｕ・Ｖ地点は未買収のため試掘は行われなかったが、周辺地区の遺物検出状況および地形等か

ら本調査の必要があると考えられる。

②御坂町地内（１～10地点）

１～５．７．８地点は縄文土器片・黒曜石剥片が出土し、４－１地点では土坑と考えられる落

ち込みが確認された。また、１～８地点は土壌が比較的良好であるため、本調査の必要があると

考えられる。

９地点は上物があるため試掘は行えなかったが、１～８地点における遺物の検出状況および立

地などから遺跡の広がりが８と９地点を境にすると判断され、本地点は本調査の必要がないもの

と考えられる。

１０地点は遺物・遺構が検出されず、本調査の必要はないと考えられる。

１１．１２．１３地点は未買収のため試掘は行えなかったが、周辺の遺物検出状況および立地などか

ら本調査の必要はないと考えられる。

－１５－
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3層

ここフ

今回の試掘調査の結果、境川村・八代町地内Ｓ～Ｘ地点（大谷沢Ａ遺跡）、御坂町地内の１～

８地点について遺跡が発見され、本調査の実施が必要となった。また、今回の試掘調査に先立っ

て行われた分布調査（踏査）で本調査が必要となった境川村・八代町地内のＡ～Ｊ地点を合わせ

合計３ヶ所の本調査が必要となった。

試掘調査の結果判明した遺跡は境川村・八代町地内のＡ～Ｊ地点は中原遺跡、御坂町地内の１

～８地点は荒神原遺跡と名付けた。
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Ⅲ、今諏訪・北村線拡幅工事予定地内試掘調査

山梨県中巨摩郡白根町西野地内において用地買収の完了している約8400,2を対象に、試掘調査

を10月中旬に実施した。調査地区は、御勅使川左岸に広がる扇状地のほぼ中央南寄り、標高295

～320ｍに位置する。この扇状地の大部分の地域では果樹栽培が多く営まれている。この果樹園

地帯は西から東へ緩やかに傾斜した地形となっている。調査地区から西へ950ｍほどには国道５２

号線が南北に走っている。

調査区では果樹園内に設けられた畑地潅概用パイプをさけ、幅1.5ｍのトレソチを20ｍ間隔で、

Ａ区に18箇所、Ｂ区に６箇所の合計24箇所設定して調査を行った。調査の方法は、まず重機によ

る掘削を行った後、作業員によって精査し、士層断面の観察や遺構・遺物が存在するか否かを確

認した。

この結果、耕作土下には薄い黒褐色砂牒層があるものの、その下には砂利層が厚く堆積してい

た。そして再び黒褐色土層や黄色砂層が確認でき、それぞれ地表下２ｍ前後掘り下げたが、遺構・

遺物は全く発見できなかった。このため、本調査の必要はない。

現在この付近で確認されている遺跡の分布は希薄であり、この地域の歴史を探る上で大きな妨

第17図県道今諏訪北村線試掘位置図
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げとなっている。そのためこのような調査の蓄積が、今後重要な意味を持ってくるのである。
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Ⅳ．旭バイパス建設予定地内試掘調査

１．はじめに

山梨県韮崎市神山町鍋山地内において用地買収が完了している約2600mzを対象に、試掘調査を

10月中旬に実施した。

調査地区は、釜無川およびその支流によって形成された韮崎段丘上のほぼ中央、標高400～410

ｍに位置している。調査を行った場所は、やや平坦な西側部分から東側へ緩やかに傾斜した段々

畑に立地しており、調査区はほぼ中央付近で谷に切られ、それぞれ舌状の張り出しを持った地形

を呈している。この北側付近では数箇所で湧水が認められ、この豊富な水資源を利用して水田が

営まれている。

２．調査の方法

調査区では幅２ｍのトレソチを10ｍ～25ｍ間隔で、１５箇所設定して調査を行った。調査の方法

は重機によって耕作土を掘削した後、これより下層を人力によって精査し、遺構・遺物の有無を

第20図旭バイパス試掘位置図
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第22図旭バイパス試掘調査±層説明
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調査の結果、近世以降の水田に伴う遺構および縄文時代から中．近世に至る遺物包含層が存在

することが明らかとなったが、出土遺物の大部分が磨滅した状態で発見されたため、ほとんどの

ものが調査区西側部分に広がる平坦部分に存在すると考えられる遺跡からの流れ込みと想定され

る。よってこの遺物包含層は二次堆積層と考えられるため、本調査は不要と思われる。ただし、

調査区周辺には武田信義館跡や武田八幡神社などが存在し、また古代末から中世にかけては甘利
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確認した。

３．調査の結果

１５箇所のトレソチのうち遺物が出土しなかったのは、ＮＱ６とNQ9の２箇所のみである。他のト

レソチからは、縄文時代から近世に至るまでの遺物が出土している。特にNql～NO3、NQ11では

やや多くの遺物が出土した。遺構については、ＮＱ２で士坑状の落ち込み、ＮＯ３とNOL14で柱穴状の

ものが、NoL10とNO11で水田施設と思われる木杭列を発見した。これらの遺構と思しきものの時期

は、出土遺物から近世以降に位置づけられるものと考えられる。

各トレソチから出土した遺物に関する概要は以下のとおりである。ＮＱ１では平安時代の須恵器

片（第28図10）、中。近世の土器・陶器類の破片が17点。ＮｏＬ２では平安時代の須恵器片（第28図

５）が１点、平安・中・近世の土器・陶器類の破片が21点。ＮＯ３では弥生（第28図４）・平安・

中世の土器破片など48点。ＮＯＬ４では縄文時代の黒曜石製の錐（第28図２）とチャートの剥片が各

１点、中。近世の土器・陶器類の破片が４点。NOL5では中世の土器・陶器類の破片が２点。ＮＱ６

では近世の陶器の破片１点。NQ7では縄文土器（第28図１）と弥生土器（第28図３）の破片が２

点。NQ8では近世の瓦・陶器（古伊万里焼を含む）・青磁などの破片が６点。NQ11では弥生土器

の破片が２点、平安時代の杯形土器（第28図６．７．８）と皿形土器（第28図９）などの破片が

７点。NQ12では、弥生土器の破片が１点、中世の土器破片が２点。NO14では中世の土器破片が８

点。NOL15では中世の土器破片が２点。
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第23図旭バイパス試掘調査出土遺物
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これらに関連する遺跡が多く眠っている可能性が示唆さ氏が館を構えた場所でもある。よって、これらに関連す』ｉ

れるため、今後も注意深く調査を行っていく必要がある。
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調査風景
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23号試掘坑遣物出土状況

写真図版１八ヶ岳広域農道（高根町地内）

作業風景

22号試掘坑遺構検出状況
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試掘風景（試掘坑Ｗ－３） 試掘坑（Ｎ－３）

試掘坑（Ｓ－３） 試掘坑（Ｓ－５）
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試掘坑（０－２） 試掘坑（Ｐ－１）

試掘坑（Ｓ－４）
出十漬物（試掘坑Ｎ－３）

写真図版２県営農林漁業用揮発油税財源身代農道（境川村。八代町地内）
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写真図版３県営農林漁業用揮発油税財源身替農道（御坂町地内）

州十遺物(１：試掘坑４－１，２．３：試掘坑3-2）
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試掘風景（試掘坑３－２） 試掘坑（１－１）
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試掘坑（３－１） 試掘坑（５－１）
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試掘坑（７－１）

試掘坑（３－１）
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試掘坑（８－３）
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今諏訪。北村線トレンチ設定状況

今諏訪.北村線ＮＱ５トレンチ層断面

今諏訪。北村線No.８トレンチ精査状況

旭バイパスＮＯ２トレンチ精査状況

旭バイパス調査状況

繍脅鍵鰯欝

舞鶴
蕊織

旭バイパス出十漬物

旭バイパスNo.１５トレンチ精査状況

写真図版４今諏訪。北村線(白根町地内)、旭バイパス(韮崎市地内）
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